
安全にお使いいただくために、必ずお守りください。

分解・改造をしないでください。
事故・火災・感電の原因になります。

ねじなどの小物類は、幼児の手の届かないところに保
管してください。飲み込んだ場合は、ただちに医師と
相談してください。

前方の視界を妨げる場所、ハンドル・変速レバーなど
運転操作を妨げる場所、同乗者に危険を及ぼす場所に
は取り付けないでください。
事故・ケガの原因になります。

●ご使用の前に、この取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくお使いください。お読みになった後も、説明書を手元に置いて
　ご使用ください。説明書の指示を守らなかったことによる不具合に対して、当社は責任を負いかねます。
●この説明書は、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、
　いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。
●ご使用になるスピーカーにより、配線方法が異なる場合があります。その場合はスピーカーの取付説明書を参照してください。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容
を示しています。

注 意 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、 人が傷害を負う危険が想定される内容および物的損害
のみの発生が想定される内容を示しています。

音がでない、異物が入った、煙が出る、変な臭いが
したときは、ただちに使用を中止して、お買い上げ
店に相談してください。
事故・火災・感電の原因になります。

車体に穴を開ける場合には、パイプ・タンク・電気
配線など傷をつけないでください。
事故・火災の原因になります。

コード類は運転の妨げにならないように束ねてくだ
さい。ハンドル・変速レバー・ブレーキペダルなど
に巻き付くと、事故・故障の原因になります。

説明書に従って、正しく接続してください。
火災・故障の原因になります。

コードをシートレールにはさんだり、突起物に当てた
りしないでください。断線やショートにより、感電・
火災の原因になります。

付属品を指定通りに使い、しっかりと固定してくださ
い。事故・故障の原因になります。

水のかかるところ、湿気やほこりの多いところには取
り付けないでください。火災･故障の原因になります。

取り付け、配線には、専門技術と経験が必要になりま 
す。お買い上げ店に依頼頂く事をお勧め致します。

車以外には使わないでください。
故障・感電・ケガの原因になります。

警 告

取付説明書 R

ロゴの向きを図の位置に
合わせてください。

注意 車両部品の動作確認、およびスピーカー
の音出し確認を必ずおこなってください。

注意
●ケーブル類を挟み込まないようにしてください。
●ねじの締め忘れ、配線の接続忘れにご注意くだ
　さい。

車両部品の復元4

取り外した車両部品を元通りに取り付けます。1.

※平成22年10月現在のものです。10月以降の車両は変更されている場合があります。

68M09055J92-A
Printed in Japan

KTX-Y07PR
KTX-Y07PRF

H21/5～現在

車 種

プリウス ZVW30

年 式 型 式

トヨタ プリウス〔30系〕用
ツィーターブラケット

ツィーターブラケットにツィーター本体（DLX-F30T/
DLX-Z30T）を組み付けます。

1. 配線を接続し、純正のねじを使用して、ツィーターを
ダッシュボードに取り付けます。

2.
【KTX-Y07PRFの場合】

ツィーター本体

純正ツィーターを
取り付けていたねじ（2本）※スピーカー付属のM3×8ｍｍ（六角穴付きねじ）

ツィーターブラケット

ツィーター本体
（DLX-F30T/
　DLX-Z30T）ロゴ

ねじ（3本）

ピラーカバー（L・R）
　

ツィーターカバー（L・R）

Aピラークリップを90°回して取り付けます。

ピラーカバー Aピラークリップ

※イラストは右側ですが、左側も同様です。

※配線方法は各スピーカーの取付説明書を参照してください。



KTX-Y177B  KTX-Y175B を使って
音質向上
インナー
バッフルボード 低音ズッシリ！

フロント　KTX-Y177B リア　KTX-Y175B

KTX-G20D を使って音質向上
4層デットニングシート 中音スッキリ！

フロント リア

注意
●ケーブル類を挟み込まないようにしてください。
●ねじの締め忘れ、配線の接続忘れにご注意くだ
　さい。

各ガーニッシュの取り外しには
クリップはずしを使用します。

2 内装部品の取り外し

■下図を参照して内装部品を外します。
※番号順に取り外してください。

ツィーターの取り付け3

デットニング
シート

デットニング
シート

バッフルでスピーカーを強力に固定することで重低音再生をサポートします。 特殊シートでドア内部の振動と音漏れをコントロールし中音を明瞭にします。

ピラーカバー（L・R）
　(クリップ 2ヵ所、フック 3ヵ所）

ツィーターカバー（L・R）
　(フック 8ヵ所）

ツィーター本体（DDL-RT17Ｓ/16Ｓに付属、またはDDL-R25T）を分割し、 ツィーターブラケットを組み付けます。1.

③変換コード、ネットワークコードを下図のように接続し、
ダッシュボード内に収納します。

2. ツィーターにネットワークコードを接続し、ツィーターを
ダッシュボードに取り付けます。

3.

【KTX-Y07PRの場合】

ツィーターブラケット

ワッシャー付き
　小ねじ（M4×10）

ツィーター本体純正ツィーターを
取り付けていたネジ（2本）

ネットワークコード

純正ツィーター（L・R）
　(ねじ 2ヵ所）

ワッシャー
10mm（4個）

バッフルボード

ボルト M5×20mm
（4本）

ワッシャー14mm（4個）

ナットM5（4個）

バッフルボード

ワッシャー10mm（3個）

ボルト M6×20mm（3本）

ナットM6
（3個）

ワッシャー14mm（3個）

デットニング
シート

デットニング
シート

※イラストは右側ですが、左側も同様です。

※イラストは右側ですが、左側も同様です。

Aピラークリップを90°回して
外します。

変換コード

変換コード

クッションテープ

TWEETER側の配線

INPUT側の配線

ネットワークコード

構成部品1

【KTX-Y07PR】 【KTX-Y07PRF】
⑥ツィーターブラケット①ツィーターブラケット ②ワッシャー付き小ねじ（M4×10） ③変換コード

×2×2×2 ×4
④クッションテープ（100ｍｍ×50ｍｍ） ⑤取付説明書

×2 ×1

ツィーター本体
（DDL-RT17Ｓ/16Ｓに付属、
またはDDL-R25T）

※配線方法は各スピーカーの取付説明書を参照してください。

変換コードの接続部に、
クッションテープを巻い
て保護します。

ピラーカバー

Aピラークリップ

純正ツィーター用
コネクター


